
SAKURA DAYORI
さくらだ より

東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院  

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～
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基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

　当院では、入院が決まった方（入院予約をされた
方）に、看護師による入院前面談を行っています。
2018年4月から開始した取り組みで、3年が経過しよ
うとしています。今回は入院前面談でどのようなこと
を行っているのかご紹介させていただきます。
　入院前面談の目的は、患者さんが心身共に最善の状
態で入院し、安心して治療や手術に臨むことができる
ようにすることです。　
　面談では、現在のお身体の状態や、日常生活のこ
と、例えば、食事は問題なく摂れているか、急激な体
重減少や増加はないか、飲んでいるお薬の内容、薬の
飲み忘れはないか等を確認しています。他にも、利用
している介護サービス・福祉サービス等を確認し、治
療が終了した後に退院が困難になることはないかを共
に考えていきます。また、病気や治療に対する患者さ
んの思いを伺いながら、入院中に行われる治療、検査
について説明を行います。検査・治療後の安静はどの
くらい続くのか、痛み止めは使えるのか、点滴はいつ
まで続くのか、など具体的な経過を説明し、イメージ
できるように支援しています。面談でお伺いした内容
から、必要に応じて、専門的な知識を持つ認定看護

師、薬剤師、栄養士、理学療法士、ソーシャルワー
カーなど多職種と連携を取っています。また、お伺い
した内容については入院する病棟へ引き継ぎ、必要な
情報がスムーズに伝わるようにしています。
　入院前面談はおよそ30分を要します。お時間をいた
だくことにはなりますが、患者さんからは「先生から
の話を聞いて手術が必要なことは理解していたが不安
だった。いろいろ説明してもらい不安が解消された」
「手術前の禁煙の必要性をここで聞き、自分も頑張っ
た。手術後問題なく経過して、スムーズに退院できた
のは看護師さんお陰です」とおっしゃっていただくこ
ともありました。
　今後も患者さんが安心して入院生活を送れるよう
に、患者さん一人一人と丁寧な面談を行っていきたい
と思います。
※入院前面談では、担当
者はマスクの着用、手指
消毒、対面の場にアクリ
ル板を設置し、感染予防
対策を充分にとっており
ます。

　新年おめでとうございます。昨年は新型コロナウイル
ス感染症に翻弄された1年でしたが、何とか新しい年を
迎えることができたことに少なからず安堵を感じており
ます。皆様方におかれましても大変なご苦労を乗り越え
られてきたこととお察し申し上げると同時に、我々教職
員一同、気持ちを新たに、「患者さんのために」という
基本を胸に、一丸となって医療に取り組んでまいる所存
ですので本年も何卒宜しくお願い致します。
　当院は高度急性期病院として地域貢献を続けられる
「タフな病院」作りを目指しています。昨年はコロナ
禍にあっても緊急手術件数を減らすことなく教職員一
丸となって診療に取り組み地域医療崩壊を防いでまい
りました。今後も新型コロナウイルスの存在下に医療
を展開しなければならず、以前にもまして感染防御に
継続的に配慮した病院運営が求められています。教職
員に対しては病院内だけでなく院外での行動にも細心
の注意を払い万全な体調管理を課すのは当然ですが、
患者さんをはじめとした地域の方々にも感染や、感
染防御に関する情報発信や指導を行うことも重要で
あり、ホームページや広報誌を利用して地域で一丸
となった感染対策を続けてまいりますので、是非ご利
用ください。新型コロナウイルス感染症の感染爆発は
災害に匹敵する状態であり、地域災害拠点病院である 

当院は地域の感染防御をリードし地域医療崩壊を防ぐ
使命があると考えています。
　これからは台風や地震などの自然災害と並んで地域
の感染対策も重要な課題であり被災者や感染者に対す
る支援体制そして地域安全のための防災防疫体制を官
民一体となってより一層確固たるものにしていかなけ
ればならないと考えております。
　これらの災害医療はもとより地域完結の医療体制を確
立するため、医師、看護師、薬剤師、栄養士、理学療法
士、メディカルソーシャルワーカーによる多職種協働
による地域医療連携をさらに深化させ、最善の医療を最
適な場所で適切な時期に受けられるように体制の強化を
図ってまいります。また、地域の皆様へ専門性の高い医
療が提供できるように人材の確保ならびにハード面での
整備を継続し、学生や研修医に対しても高度できめ細か
な教育が実施できるように努めてまいります。
　我々は東邦大学建学の精神である「自然・生命・人間」
を心に刻み、大自然に囲まれた佐倉の地で、生命の尊厳
を忘れずに人として地域社会へ貢献することが本懐であ
ります。これからも変わらぬ御支援、御理解をお願い
申し上げるとともに、本年が皆様にとりまして佳き年 
になるよう心から祈念して年頭の挨拶とさせていただき
ます。

新 年 挨 拶
東邦大学医療センター佐倉病院　病院長　長尾 建樹
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外来受診のご案内 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■開扉時間　8：10
■受付時間　初診 8：30～11：00　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります
■休 診 日　日曜日・祝日・第3土曜／創立記念日（6月10日）
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）
■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）
■ 健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）を必ず
ご持参下さい。
■各科外来担当医はホームページ
　http://www.sakura.med.toho-u.ac.jp　をご覧ください。
■ 当院は厚生労働省指定の基幹型臨床研修病院・大学付属病院です。
臨床研修医および医学生・薬学生・看護学生のほか、医療関係各種
学生・研修生の教育実習・研修が行なわれております。実習・研修
は指導医・指導薬剤師・指導看護師や各職種指導者の監督のもとで
行なわれますので、ご協力をお願い申し上げます。ご同意頂けない
ことによって、その後の診療などを含め、不利益を被ることは一切
ありません。

明けましておめでとうございます。昨年は新
型コロナウイルスの影響で生活様式の見直しを
迫られる困難な一年となりました。年が明けて
も当分はコロナとの共存が避けられない日々が
続きそうです。しかし今年はいよいよオリンピッ
クイヤーです。東京オリンピックを思い出に残
る大会とするためにも、私たちの暮らしをコロ
ナ前の暮らしに少しでも近づけなくてはなりま
せん。引き続き皆で力を合わせて一つ一つ確実
に感染対策を行ってまいりたいと考えておりま
す。本年もよろしくお願いします。
 （薬剤部　小峰）

お見舞いについて 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
■面会時間　 平　　　日 15：00～19：00

土・日・祝日
創立記念日
年 末 年 始

11：00～19：00
  （2階西病棟13：00～19：00）

   （制限中）

　　防災センターで面会手続きの上、お見舞いカードを装着してお入
　り下さい。
　　時間内での面会が無理な場合は看護師にご相談下さい。状況に応
　じ時間外面会許可証を発行いたします。

― 編集後記 ―

入院前面談のご案内
看護部　岡田 繭美
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　東邦大学医療センター佐倉病院は、2016年6月1日に地
域医療支援病院の認定を受けました。地域医療支援病院と
は、地域で必要な医療を確保し、地域の医療機関の連携など
を図ることから、かかりつけ医等を支援する医療機関です。
①かかりつけ医等が発行した紹介状を持った患者さん（以
下、紹介患者さん）に対する医療の提供、②医療機器の共同
利用の実施、③救急医療の提供、④地域の医療従事者に対す
る研修の実施の4つの役割・機能が求められています。千葉
県内では2020年9月17日現在、19件の医療機関が認定さ
れています。
　地域医療支援病院の役割の1つに「紹介患者さんの治療を
する」と同時に、「症状が落ち着いた患者さんを当院からか
かりつけ医等に紹介する」があります。国はこれを推進し、
地域医療支援病院に一定の紹介・逆紹介率を定めています。
紹介率とは、クリニック（診療所）から当院への紹介患者
さんの割合です。逆紹介率とは、当院からクリニック（診
療所）へ紹介する患者さんの割合です。当院から患者さんに
「当院を受診するときは紹介状を持ってきてください」、
「症状が落ち着いたらクリニック（診療所）に紹介します」
とお願いしているのはこのためです。紹介患者さんが持参し
た紹介状に対しては当院担当医から返信（患者さんの治療経
過・方針、検査結果等を記載したお手紙）を徹底し、紹介元
の先生と情報共有をしてお互いの治療に役立てています。ま
た各地域の医師会・行政機関との会議の開催や、アンケート
調査等で医療ニーズを抽出し、相互に円滑な患者さんの紹介
ができるように調整しています。
　もう1つの地域医療支援病院の役割として、「地域の医療
従事者に対する研修の実施」があります。当院では各診療

科でのカンファレンス、臨床
病理症例検討会、医療連携セ
ミナー等を定期的に開催して
います。その内容は、ご紹介
いただいた患者さんの検討や
経過報告、最新の医療につい
ての講演等です。クリニック
（診療所）の医師・看護師等
にご参加いただいて情報共有
を図ってお互いの今後の治療に役立てています。
　このように、地域医療の支援をするには医師会・行政機
関・クリニック（診療所）との連携はもちろんのこと、なに
よりも患者さんのご理解、ご協力が不可欠です。患者さんに
おかれましては、当院を受診する前にまずはクリニック（診
療所）のかかりつけ医にご相談をお願いします。かかりつけ
医から当院宛てに紹介状が発行された場合には、受診のため
に事前予約をすることが可能ですので、コンシェルジュ（総
合相談）にお電話をお願いします。またクリニック（診療
所）のかかりつけ医が決まっ
ていない、あるいは見つけら
れない場合もコンシェルジュ
（総合相談）にご相談くださ
い。患者さん一人ひとりに
合ったかかりつけ医を見つけ
られるようにサポートをさせ
ていただきます。患者さん、
ご家族のみなさんのご協力を
お願いします。

　東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科では、これま
でも副腎・腎・尿管・膀胱など全ての臓器を対象に、腹
腔鏡手術や内視鏡手術を用いて、患者さんに優しい、傷
が小さくて出血や痛みの少ない手術に積極的に取り組ん
できました。前立腺癌の手術としては、腹腔鏡手術を毎
年60件以上行ってきましたが、2020年９月に第４世
代のダヴィンチ手術システムである『ダヴィンチX®』を
導入しました。
　昨今話題となっておりますが、ダヴィンチ手術システ
ムの特徴として、出血や傷に有利なことはもちろん、 
ロボットにしかできない関節の360度回転や手振れ補正
などによって、より正確かつ安全に手術を行う事が可能
となり、性機能や排尿などの機能温存の向上も期待でき
ます。
　日本で有数のダヴィンチ手術件数を誇る千葉県がんセ
ンターで２年半に渡って研修し、ロボット手術認定医
（プロクター）を取得した宋本医師を中心にダヴィンチ
チームを立ち上げて手術を行っています。宋本医師は既
に100件以上のロボット支援前立腺全摘除術を行って
おり、2時間程度のコンソール時間（実際にロボットを
操作している手術時間）で当院での手術も完了してい
ます。現在は、毎週2件ずつのペースでロボット手術を
行っております。

　佐倉病院泌尿器科では、手術の他にも、副作用は少な
く線量増加の可能な強度変調放射線療法（IMRT）とい
う放射線治療や、数多くの臨床試験を含めた最先端の薬
物療法などを他部署と連携して用いており、それぞれの
患者さんに合わせた、より高度で集学的なオーダーメイ
ド診療を心掛けています。また医局員も13名と県内で
は千葉大学に次ぐマンパワーを有しており、腫瘍、尿路
結石、排尿障害、尿路感染症、性機能など各分野の精通
したエキスパートが揃っています。何かありましたら、 
どうぞ受診いただければ幸いです。

地域医療支援病院の役割と患者さんへのお願い
医療連携・患者支援センター　竹原 和宏

佐倉病院公開講座中止のお知らせ 感染症対策への取り組み

泌尿器科における最先端治療
～ロボット手術システム（ダヴィンチX®）の導入をふくめて
泌尿器科　鈴木 啓悦

薬剤師の関わりが「密」になります
薬剤部　増田 雅行

　新型コロナウイルス感染症のため公開講座の開
催を中止しております。With コロナに向けて、さ
まざまな施策・啓発が行われていますが、全国的に
多くの新規感染者が連日報告され大変大きな波と
なっております。皆様の安全を確保する上でも、通
常の開催が困難な状況に変わりありません。さらに
千葉県を含む首都圏でも医療崩壊が危惧されてい
ます。病気は感染症だけではありませんので、何と
してでも通常の診療・治療も維持しなければなりま
せん。予防・啓発活動や皆様との情報共有、そして
皆様のご協力が必要不可欠です。ワクチンが皆様に
届くのもまだまだ時間がかかりますし、今後の状況
も見通せません。ストレスフルな日々が続いており
ますが、日常よりお気をつけ頂き、引き続き「新し
い生活様式」の実践と、感染対策・予防に努めてく
ださいますようお願い申し上げます。
　次年度以降の公開講座については再開時期・開催
方法を検討しております。詳細につきましては院内
掲示や当院ホームページなどでお知らせする予定
です。

◆  院内すべての方にマスク着用および手指消毒の徹底をお願いして
おります。

◆  随時体温測定などをおこない、体調の管理・感染予防に努めてお
ります。

◆  感染症対策のために入院患者さんへの面会を制限しております。
　今後の状況により制限の緩和を検討しますが、まだ予断を許さな
い状態が続いております。慣れ・緩みや油断のなきよう改めて皆様
のご理解とご協力、感染対策の実施をよろしくお願い致します。

　　　 7 つの感染予防策（厚生労働省ホームページより） 　　　

　みなさんは、処方せんを薬局に持って行くと調剤の前
にいろいろ聞かれ、煩わしく思ったことはありません
か？病院でも同じことを聞かれ、答えたばかりなのに…
という声もよく聞かれます。
　薬剤師の役割は、調剤を通じ患者さんに有効で安全な
薬による治療を提供することです。薬には、目的（疾
患）によって投与する量が変わるものもありますし、年
齢や体重、腎臓の状態などにより量を調整することが必
要な場合もあります。薬の量が少なければ効果が得られ
ず、多すぎれば副作用が出る可能性が高くなります。処
方せんの情報だけでは、その薬が何を目的に出されたか
がわかりません。病院ではカルテから情報を収集するこ
とができますが、薬局ではそれができません。また、以
前にお薬で副作用やアレルギーが起きたことはなかった
か、他にどんなお薬を服用しているかなど、今回出され
たお薬を飲んでも心配が無いことを確認してから調剤し
ます。有効性と安全性を確保する為に必要な情報を面談
にて収集しております。

　薬に関係する法律の1つが昨年
改正されました。その中で、患者
さんが住み慣れた地域で安心して
医薬品を使うことができるように
するための内容も見直されました。薬剤師には、危険性
の高い薬を飲んでいるなど、必要性が高いと考えられる
患者さんに対して、お薬を渡した後も電話などで継続的
に服薬状況や体調などを確認し、必要に応じた服薬指導
を行うことが義務化されました。薬剤師が、調剤の前だ
けではなく投薬後も患者さんに関わることが求められて
いるわけです。また、それにより得られた患者さんの情
報を、処方せんを発行した病院の医師等に提供する努力
義務も法制化されました。
　病院の薬剤部は、以前より地域の薬局と情報を共有す
るための機会を設けていますが、今後はより緊密な薬局
との連携を行います。情報を共有することで、より患者
さんに寄り添った適切な薬物療法が実施されます。「面
倒くさいなあ」とは言わないで下さいね。

図：ダヴィンチ手術システムは3つの部分から構成されます。


